
第 18 回例題 
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(2)  

 

 

 

  上の図の色ぬり部分です。 

半径 8㎝の四分円の面積を求めます。 

   8x8x3.14x
1

4
 = 16x3.14 

            = 50.24 cm2 

   

15.7 cm 

 

 

(3) 

50.24 cm2 

四分円です。  



 

  

 

  

(1)  頂点 B が通ったあとの図形は D を中心と 

 する半径 5 ㎝の円周の長さになります。 

           ↓ 

      5x2x3.14 = 31.4 cm 

 

          

（2） 直線 AB が回転するとき，A と B は D から一番遠いところを回転し， 

   C は一番近いところを回転します。 

  A と B は半径 5㎝の円周上にあり， 

 C は半径 4 ㎝の円周上にあります。 

         ↓ 

   したがって，求める面積は 2 つの円に囲まれた 

  部分です。 

         ↓ 

     5x5x3.14 - 4x4x3.14 

       = (25 - 16)x3.14 

       = 9x3.14 

       = 28.26 cm2 

          

 

 

 

31.4 cm 

28.26 cm2 



 

 

必修例題 3 

 

したがって，求める長さは 

(4+5+3)x2x3.14x
1

4
 

= 12x2x
1

4
 x 3.14 

= 6x3.14 

= 18.84 (cm) 

 18.84cm 

P,Q,R は それぞれ半径 4cm,5cm,3cm の 

四分円の弧の長さですから， 
 

したがって，求める長さは 

 
 (4x4 + 5x5 + 3x3)x 3.14x

1

4
 +12 

= 50x
1

4
 x 3.14 +12 

= 12.5 x 3.14 +12 

= 39.25+12 

= 51.25 (cm2) 

 

 

51.25cm2 

したがって，頂点 B は下の図の赤線のよ

うに動きます。 
(2) 下の図のように３つの四分円の面積

と２つの直角三角形の和になります。 



 

  



 

 

必修例題 4 

したがって，求める長さは 

 6x2 + 5x2 + 6.28 

  = 28.28 cm 

28.28cm 

したがって，求める面積は 

(2x6+2x5)x2 + 12.56 

=44 + 12.56 

=56.56 cm2 

56.56cm2 

求める面積は 

5x6 － (2+0.86) 

= 30 － 2.86 

= 27.14 cm2 

27.14 cm2 

 

★(2)の別解 公式 

どこの幅も同じな「浮き袋」の形をした図形の面積は 「幅 × 真ん中の線の長さ」 で 

求まります。 

幅は 2cm , 真ん中の線の長さは(1)より 28.28cm より， 2x28.28=56.56cm2 

 

(1)図の赤線部分です。 (2)青で囲まれた部分です。 (3)大きな長方形(5x6)から 

アとイ×4 の面積を引いた 

ものです。 

この部分の長さは， 

半径 1cmの四分円の弧の

長さになります。 

それが４個あるので， 

A は半径 2cm の四分円 

ですから  A+B+C+D は

半径 2cm の 1 つの円に

なります。 

2x2x3.14 = 12.56cm2 

 ・・・A+B+C+D 

アの面積は 

イ x4 の面積は 

 


